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令和元年８月発行

文責 柴田 尚文（鳥取西中）

《中学校部会》

カテゴリー① カテゴリー② カテゴリー③ カテゴリー④ カテゴリー⑤

学年・領域 １学年・関数 ２学年・データ ２学年・図形 ３学年・図形 １学年・図形

内容 比例とみなすこと 箱ひげ図 二等辺三角形 相似比と面積 作図

の性質 比

指導案検討日 ９／１９ １１／２１ ９／２６ １０／３ 未定

１９：００～ １９：００～ １９：００～ １９：００～

検討場所 附属中学校 附属中学校 附属中学校 附属中学校 未定

８月６日（火）景雲中学校において北海道算数数学教育研究会・釧路大会に向けての

第一回の集会を総勢５０人以上の先生が集って開催することができました。小学校は

低学年部会・中学年部会・高学年部会の３つのカテゴリーに、中学校は５つのカテゴ

リーに分かれて、それぞれ授業者や研究授業の内容を決定し、指導案検討日まで設定

して、第一回を終えました。

その日にも全体に伝えましたが、以下のことを約束事にして、授業者だけが頑張る

大会ではなく、釧路全体が頑張る大会にしていきたいと考えています。

（１）この大会を通して釧路の数学の先生の授業力アップと釧路の児童生徒の数学力

アップを目指していること！

（２）カテゴリーの全員で指導案を作り、指導案は全体で共有する

※それぞれのカテゴリーの先生が全員指導案を作成し、カテゴリー毎に検討や授業

を行い、それを全体にかけて意見交換をして、釧路全体のものとして研究を進め

ていきたいと考えています。
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《小学校部会》

学年 １年生 ２年生 ３年生

内容 たし算 三角形と四角形 かけ算の筆算

（被加数分解の扱い方） （正方形の特徴） （倍を求める）

指導案検討日 １０月１２日（土） 未定 未定

１４：００～

検討場所 北海道教育大学釧路校 未定 未定

学年 ４学年 ５学年 ６学年

内容 整理のしかた 単位量あたりの大きさ 資料の調べ方

（分類された２次元表） （速さの意味と比べ方） （代表値・中央値・最頻値）

指導案検討日 ９月５日（木） 未定 ９月２１日（土）

１５：４０～ １４：００～

検討場所 北海道教育大学釧路小学校 未定 北海道教育大学釧路校

※この日参加できなかった先生や興味のある先生などもこの検討会に気軽に参加してほし

いと思います。カテゴリーの先生方が指導案を作成してきますので、そのときに意見や感

想などをいただけると嬉しいです。一人でも同志が増えてくれることを期待しています。

北海道教育大学釧路校４０２教室で、釧路

算数数学教育研究会が主催した学習会「指導

案比較検討会」が行われました。夏休み中に

もかかわらず、講義室に４５人以上の教員や

大学生・大学院生などが集まりました。数学

部会からは４人の先生と大学生２人。算数部

会からは４人の先生が「同じ学習内容」で指

導案を提案して、みんなでどちらの指導案が

よいかを考える比較検討会を行いました。

数学では「比例とみなす」を山花小中学校

の下村先生と景雲中学校の及川先生。「関数

の導入」では白糠中の細川先生と大楽毛中の

藤村先生。「関数関係」について大学院の森君と大学生の草西君がそれぞれ指導案を提

案してくれました。

算数では「かけ算の筆算」で昭和小の遠藤先生と釧路小の小倉先生。「速さ」につい

て附属小の山崎先生と清明小の澤田先生がそれぞれ指導案を提案してくれました。

また、北海道教育大学釧路校の早勢教授、釧路市立興津小学校柳田校長先生からご助

言をいただき、ポイントを絞ってわかりやすく伝えていただきました。それぞれの「指

導案のどこが良いのか」「改善した方がいいところ」などを出し合い、活気あふれる雰

囲気でした。私は遅れて参加したのですが、座る場所が無いことに驚き、更に大学生を
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第７４回北海道算数数学教育研究大会

含めて若い先生が多く、その指導案がしっかり考え込まれていることに更に驚きました。

特に大学生が先生方がいる場で指導案を提案したことにも驚きました。この会に参加し

て、釧路の数学の未来が明るいと感じる瞬間でした。先生方も大学生に負けない情熱と

努力をして日々の授業改善に取り組みましょう。（後半に掲載します！是非ご参照ください。斜

めになり見にくくなっています。すみません）これからも釧路算数数学教育研究会では学習会

をしていきます。参加して指導案を検討しているだけで勉強になりますので、まだ参加

していない先生はまず参加してみてください。

３年前から釧路算数数学教育研究会（ＫＴＭ）とオホーツク算数数学教育研究会（Ｏ

ＴＭ）で年に一度、２つの管内が共同で研修会を行っています。今年度は初めて北見

市「オホーツク木のプラザ」で８月１７日に行われました。「より良い数学の授業をし

ていきたい」という熱い志を持った先生が、地区をとび越えて研修会を深めていくの

は、大変素晴らしいことですよね。（地区を飛び越えて研修をしているのは全国でもほ

とんどないとのこと！）釧路地区では『「主体的・対話的で深い学び」の視点を生かし

た集団思考』に重点をおいて研修を進めていますが、オホーツク地区では「生徒の主

体性を引き出す導入の工夫」を重点に研修を進めていました。どちらも共通している

のは「問題解決的な学習の日常化」です。こういった研修をしていくと日々の授業の

ことを考えたり、教材解釈について他の意見を聴くことができたり、多くの刺激を分

かち合えることができます。

次年度のＫＴＭ×ＯＴＭ共同研修は釧

路で開催されます。また、講演に来てい

ただいた北海道教育大学旭川校の谷地元

先生が、釧路とオホーツクの研修に旭川

も負けないようにと次年度は旭川からも

数名参加するとの旨を宣言していまし

た。さらに大きく、熱い会になりそうです。

是非来年は参加してみてください。

北海道算数数学教育研究大会

の後志・小樽大会があります。

３年 後の釧 路で 行う大会で す

ので 、もし 勉強 したい先生 が

いれ ば、一 緒に 参加して勉 強

しませんか？参加については、

各自申し込みになります。
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